
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

上野新都市産業用地の区域内の事業所等から排出される水（雨水を
除く）

事業名

基本施策

1300

伊賀市　事務事業評価シート

新都市産業汚水処理施設維持管理経費

22

対象区域内の接続済事業所
等の数（事業所等の数＝１７）

正規職員     （人） 0.5
活動指標 単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

　処理施設の維持管理業務（日常点検・定期点検・排泥処理等）を委託し、適正な維持管理を行うとともに、維持管理経費の節減に努める。

上野新都市産業汚水処理施設の設置及び管理に
関する条例

運営主体

細目
細々目

１０１

上野新都市産業用地の区域（公共下水道が供用されてる区域を除く。）内
の事業所等から排出される水（雨水を除く。）で環境保全協定に基づく排水
基準を満たす汚水の処理を行うことによって、上野産業用地及びその周辺
地域の公衆衛生及び環境衛生の向上、並びに公共用水域の水質保全が
図れます。

成果（どうなるのか）

０３
施設管理費
新都市産業汚水処理施設維持管理経費

建設部下水道課

2,820 2,820

H17 H18（予算）

0.5

H19（予算）

0.5

4必要性

当施設は、産業用地及びその周辺地域の公衆衛生及び環境衛生の向上、また、公共用水域の水質保全
に寄与していることから、存続すべきです。このことから、維持管理費の確保は、不可欠であります。

2,604

③財源内訳の「その他特財」は使用料金を充当

効率性

評
価

　平成９年度から供用開始しています。上野新都市産業用地に建設された事業所等は、操業と同時に当施設を使用いただいており、そのお陰で、
産業用地及びその周辺地域の公衆衛生、環境衛生が確保されています。
　適正な維持管理を行うとともに、引き続き、維持管理費の節減に努めることが重要であります。

指標設定の考え方

対象区域内において、事業所等の数に対する接続済事業所等の
数の比率を指標とすることによって、事業効果率が把握できます。

％

目標
100

事業の目的の成果を測る指標

接続率
（接続済事業所等の数／対象区域内の

事業所等の数）

H17

％

1,842 1,910 1,910

3,600 3,600 3,600

910 910
6,204

762
6,420 6,420

目標値

件

H17 H18 H19
実績値

52回 52

17 17

52

17

52

52水質検査（流入・流出とも、週１回

100
100

単位

回 52

事業所等からの排水状況巡視 回 310 310 310

Ａ

総合評価

適正稼動率
｛（３６５日－故障等発生日数）／３６５

日｝

　施設の機器等の故障発生件数が少ないほど、施設が適正に管
理されていることに繋がることから、適正稼働率を指標にします。

4
4
3

有効性
達成度

100

全市的に生活排水処理施設を整備する

１１
０１
０１
０１

会計
款
項
目

公共下水道事業特別会計
事業費
施設管理費
施設管理費

名            称コードコード 名               称

100
100

100

100

H18（目標）

目標

H19（目標）

3,600 3,600 3,600

２２－９８２１松本　秀喜 連絡先

2,604 2,820 2,820

施設保守点検（週１回）


